
令和２年度学生支援の推進に資する調査研究公募に関する Q＆A 
 

令和元(2019)年 12月 23日更新 
 
Ｑ１：「JASSOが実施する各種調査の分析」に当たり、当該調査の詳細なデータをご提供いただけるので

しょうか？ 

Ａ１：情報公開・個人情報保護等の観点を勘案しつつ、可能な範囲で分析に必要なデータをご提供する
予定です。 
なお、JASSO では、東京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究センターへのデ
ータ寄託を開始しております。利用可能な調査データについては、本 Q＆Aの末尾をご参照ください。 

 
Ｑ２：上記「Ａ１」に記載されていない調査について、詳細なデータをご提供いただけるのでしょうか？ 

Ａ２：データの提供が必要な場合は、研究計画調書に当該データを用いる研究の意義（当該研究が今後
の学生支援の推進にいかに資するのか等）、研究の内容・方法（当該データを用いることがなぜ必要
なのか、何年分のデータをどのように分析・活用するのか、その結果をどのように公開するのか等
を含む）を明確に記載してください。 
その上で、当該データの提供を含めて採択について検討し、結果をお知らせしたいと考えておりま
す。 
 

Ｑ３：「海外の学生支援に係る制度に関する調査・分析」にいう「制度」について、具体例をご教示いた
だけないでしょうか？ 

Ａ３：例えば、海外の奨学金制度、大学入学資格や「留学生」の定義など留学生交流に関連する制度等
が挙げられます。 

 
Ｑ４：提出すべき「研究成果報告書」について、形式、分量等は指定されるのでしょうか？ 

Ａ４：ご提出いただく研究成果報告書については、一般的な学術論文の形式により、当該研究の成果を
説明するに必要十分な分量で作成いただくことを想定しております。 

併せて、簡潔なスライドを成果発表会用に作成いただきたいと考えており、これらの詳細について
は、採択決定の段階でご案内する予定です。 

 
Ｑ５：成果発表会の前に、得られた成果を論文、国際会議、学会や報道機関等に発表又は公開してよろ

しいですか？ 
Ａ５：構いません。その際には、事前に JASSO にお知らせいただきますとともに、本事業の成果である

旨を明示していただきます。 

  （例）本研究は、独立行政法人日本学生支援機構による「学生支援の推進に資する調査研究事業（JASSO

リサーチ）」の成果（の一部）である。 
 
Ｑ６：機関毎に応募できる数の上限はありますか？ 

Ａ６：ありません。 
 



Ｑ７：大学、短期大学の教職員ですが、所属機関の長の承諾書（様式２）は、誰の承諾とすればよいで
すか？ 

Ａ７：学長の承諾としてください。ただし、学部長、附置研究所等の部局の長が承諾書に関する権限を
委任されている場合は、これらの部局長の所属・役職・氏名・職印で差し支えありません。 

 
 
謝金及び経費について 

Ｑ８：謝金の性質はどのようなものですか？ 

Ａ８：いわゆる助成金とは異なり、一般的な意味での謝金としてお支払いします。 

研究成果報告書のご提出及び研究成果の講演に対する謝金です。 
 
Ｑ９：謝金の支払先は、研究代表者と所属機関、どちらでしょうか？ 

Ａ９：採択後に協議の上、どちらにお支払いするか決定することとなります。 

所属機関に支払う場合は謝金総額をお支払いしますが、研究代表者に支払う場合は、10.21％の源泉
徴収が課されます。（令和元年 4月 1日現在法令） 

 
Ｑ10：謝金はいつ支払われるのでしょうか？ 

Ａ10：謝金は、研究成果報告書のご提出及び研究成果の講演を受け、お支払いします。 

成果発表会を令和 3年 3月に実施する予定ですので、その後のお支払いとなります。 
 
Ｑ11：複数年にわたる実施を希望する場合、謝金はいつ、どの位支払われるのでしょうか？ 

Ａ11：各年度の謝金支払時期に、謝金として決定した金額を実施計画年数で分割した金額を、お支払い
します。 

 
Ｑ12：実際に研究に使用した経費の金額が、謝金として決定した金額と異なる場合、どちらの金額が支

払われますか？ 

Ａ12：謝金として決定した金額をお支払いします。  

  



＜参考＞ 

東京大学社会科学研究所附属社会調査・データアーカイブ研究センターへのデータ寄託について、現
時点では、下記の調査データが利用可能となっております。 

調査名 URL 

奨学金の返還者に関する属性調査，
2016 

https://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/Direct/gaiyo.php?eid=1265 

奨学事業に関する実態調査，2007 https://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/Direct/gaiyo.php?eid=1263 

奨学事業に関する実態調査，2010 https://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/Direct/gaiyo.php?eid=1204 

奨学事業に関する実態調査，2013 https://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/Direct/gaiyo.php?eid=1142 

奨学事業に関する実態調査，2016 https://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/Direct/gaiyo.php?eid=1264 

特に優れた業績による返還免除認定
者に係る進路状況調査，2016 

https://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/Direct/gaiyo.php?eid=1206 

特に優れた業績による返還免除認定
者に係る進路状況調査，2017 

https://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/Direct/gaiyo.php?eid=1266 

平成 22 年度特に優れた業績による
返還免除認定者に係る現況等に関す
る調査，2017 

https://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/Direct/gaiyo.php?eid=1202 

平成 23 年度特に優れた業績による
返還免除認定者に係る現況等に関す
る調査，2018 

https://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/Direct/gaiyo.php?eid=1257 

外国⼈留学⽣在籍状況調査，2016 https://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/Direct/gaiyo.php?eid=1170 

外国人留学生進路状況・学位授与状
況調査，2015 

https://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/Direct/gaiyo.php?eid=1171 

協定等に基づく日本人学生留学状況
調査，2015 

https://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/Direct/gaiyo.php?eid=1172 

外国人留学生年間受入れ状況調査，
2015 

https://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/Direct/gaiyo.php?eid=1173 

短期教育プログラムによる外国人学
生受入れ状況調査，2015 

https://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/Direct/gaiyo.php?eid=1174 

私費外国人留学生生活実態調査，
2015 

https://ssjda.iss.u-tokyo.ac.jp/Direct/gaiyo.php?eid=1175 
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